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令和２年(２０２０年)１０月５日発行 みんなでつくろう緑の江古田 

地域ニ ュ ー ス 

第３５６号 

 

１０月号

ごう 

 

 

月号 

届いた折り鶴は、江古田区民活動センター１階ロビ

ーにて展示しています。また、江原小学校３年生の「地

域のみなさんに向けたメッセージ（２ページ参照）」も

同時に展示しています。 

医療従事者の皆様や社会福祉施設の皆様をはじめ全

ての皆様に感謝と労
ねぎら

い、そしてエールを込めて。 

緊急事態宣言が発令され外出自粛も続いた時期に、

「こんな時こそ千羽鶴じゃない？」地域の方の一言が

温かい気持ちのこもった千羽鶴になりました。 

5 月 25 日緊急事態宣言が解除され千羽鶴に賛同

して頂いた江古田地域はもちろん、地域外からもたく

さんの折り鶴が届きました。 

ひとつでも多くの命が助かりますように、願いを込めました。 

Photo山下圭一 
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 「
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
る

地
域
の
チ
カ
ラ
江
古
田
」 

■
千
羽
鶴 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
終
息
を

願
っ
て
皆
さ
ん
よ
り
頂
い
た
折
り

鶴
は
、
１
万
二
千
羽
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

折
り
鶴
は
、
１
階
ロ
ビ
ー
に
１２

月
２５
日
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

       

■
江
原
小
学
校 

「
地
域
を
元
気
に
！
地
域
の
孫

に
な
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

江
原
小
第
３
学
年
で
は
「
地
域
を 

元
気
に
！
地
域
の
孫
に
な
ろ
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
地
域
の
学
習

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
の
一
つ

と
し
て
地
域
に
元
気
を
届
け
る
た

め
に
動
画
、
花
文
字
、
折
り
紙
、
手

紙
な
ど
を
作
成
し
、
区
民
活
動
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
地
域
に
あ
る
施
設

に
贈
り
展
示
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 
 

受
け
取
っ
た
施
設
で
は
、
利
用
者

か
ら
「
元
気
を
も
ら
っ
た
」
な
ど
の

大
変
好
意
的
な
感
想
が
学
校
に
寄

せ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

８
月
２９
日
（
土
）
に
は
酒
井
区
長 

が
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
へ
来
訪
、
江

原
小
の
根
来
校
長
先
生
、
平
野
副
校

長
先
生
、
担
任
の
伊
藤
先
生
や
次
世

代
育
成
委
員
の
松
本
さ
ん
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
、
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

に
展
示
し
て
あ
る
花
文
字
な
ど
の

作
品
を
見
学
、
ま
た
動
画
を
鑑
賞
し
、

「
大
変
感
動
し
ま
し
た
」
と
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。(

表
紙
写
真) 

 

  
  

                   

                                 

江
古
田
で
地
域
と
つ
な
が
っ
て 

活
動
し
て
い
る
団
体
の
紹
介 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ 

江
古
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

・
日
々
草
の
会 

 

（
花
壇
づ
く
り
） 

      

・
江
原
小
学
校
通
学
路
の
立
ち
番 

（
登
校
時
の
児
童
の
見
守
り
） 

・
サ
ロ
ン
・
江
古
田 

（
コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン
） 

・
な
ん
で
も
相
談
室 

☎(

５
９
８
２)

０
０
２
３ 

（
土
日
祝
を
除
く
９
時
～
１７
時
） 

 

子
ど
も
食
堂 

会
場
：
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

江
古
田
に
こ
に
こ
食
堂 

毎
月
１
回
開
催 

【
問
合
せ
】
NPO
法
人
こ
こ
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト 

伊
藤 

☎
０
８
０(

４
９
２
８)

３
４
８
７ 

 

G
O

H
A

N

の
会 

毎
月
２
回
開
催 

【
問
合
せ
】
二
羽 

☎
０
９
０(

４
６ 

０
１)

８
３
７
５ 

ま
ち
な
か
サ
ロ
ン 

ま
ち
な
か
サ
ロ
ン
あ
さ
ひ
の
家 

ま
ち
な
か
サ
ロ
ン
ほ
ん
だ
山 

ま
ち
な
か
サ
ロ
ン
コ
ス
モ
ス
畑 

 

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
、 

地
域
の
居
場
所 

【
問
合
せ
】
社
会
福
祉
協
議
会 

 

丸
山 

☎(

５
３
８
０)

６
４
４
４ 

 江
古
田
の
森
公
園
で
の
観
察
会 

森
の
学
級 

【
問
合
せ
】
森
の
学
級 

須
藤 

 

☎(

３
９
５
１)

７
５
１
６ 

 認
知
症
介
護
の
集
い 

花
み
ず
き
の
会 

【
問
合
せ
】
花
み
ず
き
の
会 

海
賀 

 

☎(

３
９
５
１)

６
９
７
０ 

 

水
や
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

コ
ロ
ニ
ー
中
野 

   

今
年
度
は
、
次
の
行
事
が
中
止
に

な
り
ま
し
た
が
、
来
年
の
開
催
を
楽

し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。 

■
せ
い
し
ゅ
ん
亭
（
敬
老
行
事
） 

■
江
古
田
氷
川
神
社
秋
季
例
大
祭 

■
江
古
田
地
区
ま
つ
り 

■
江
古
田
・
江
原
小
学
校
の
児
童
へ

昔
遊
び
の
伝
授
（
え
ご
の
実
） 

■
フ
ァ
ミ
コ
ン
あ
つ
ま
る 

「コロナが流行しないように 
仕事をしてくれてありがとう」 

「コロナのかん者さんを 
治すのに全力を出して 
くれてありがとう 
 

中野区役所１階区民ホール  総合東京病院（写真提供） 

江古田区民活動センター 

「
コ
ロ
ナ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に 

三
み
つ
を
さ
け
て
い
っ
し
ょ
に 

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」 
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目
白
通
り 

 

昭
和
２
年
８
月
に
は
、
関
東
大
震

災
後
に
復
興
都
市
計
画
さ
れ
た
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
放
射
七
号
線

道
路
と
し
て
、
戸
塚
よ
り
大
泉
ま
で
、

幅
員
２５
ｍ
道
路
、
通
称
１３
間
通
り

（
実
際
に
は
１３
間
４
尺
５
寸
）
を

造
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
時
こ
の
地
域
一
帯
に
行
わ

れ
た
江
古
田
第
二
地
区
区
画
整
理

に
よ
り
、
道
路
敷
地
を
提
供
し
て
造

成
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

中
新
井
第
一
、
第
二
地
区
に
も
こ

の
様
な
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た

が
、
豊
島
区
の
区
域
は
買
収
に
よ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

            

道
路
は
昭
和
１２
年
ご
ろ
に
は
完

成
し
、
戦
時
中
ま
で
交
通
量
も
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
飛
行
機
の
臨
時
着

陸
が
で
き
る
と
言
わ
れ
、
電
柱
始
め

街
路
樹
も
な
い
道
路
で
し
た
。 

更
に
新
青
梅
街
道
と
交
差
す
る

西
落
合
一
丁
目
か
ら
「
目
白
通
り
」

の
道
は
東
に
折
れ
て
、
目
白
駅
方
面

に
通
じ
、
新
青
梅
街
道
は
こ
の
交
差 

点
で
交
差
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
こ

か
ら
始
ま
っ
て
西
に
通
じ
て
い
ま

す
。
こ
こ
か
ら
高
田
馬
場
、
早
稲
田

方
面
に
通
じ
て
い
る
道
は
「
新
目
白

通
り
」
で
す
。 

こ
の
西
落
合
一
丁
目
よ
り
目
白

に
通
じ
る
道
路
に
沿
っ
て
建
て
ら

れ
て
い
る
電
柱
は
、
電
燈
と
電
話
の

両
方
片
側
で
共
有
す
る
実
験
に
使

用
さ
れ
た
こ
と
で
も
有
名
で
し
た
。

こ
の
放
射
七
号
線
は
練
馬
の
先
で

西
武
鉄
道
池
袋
線
の
下
を
ク
ロ
ス

し
、
笹
目
通
り
と
の
谷
原
交
差
点
よ

り
先
は
練
馬
区
の
三
原
台
二
丁
目

ま
で
で
、
高
速
道
路
の
関
越
自
動
車

道
に
通
じ
て
い
ま
す
。 

昔
は
谷
原
か
ら
田
無
本
町
に
至

っ
て
青
梅
街
道
に
通
じ
る
部
分
も

目
白
通
り
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
様
で
す
が
、
今
で
は
こ
の
部
分

は
「
富
士
街
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。 こ

の
高
速
道
路
は
、
昭
和
４６
年

１２
月
２０
日
に
、
前
記
の
目
白
通
り

の
延
長
に
関
越
自
動
車
道
の
一
部

と
し
て
「
練
馬
～
川
越
間
」
の
高
速

道
路
が
開
通
さ
れ
た
の
を
始
め
、
逐

次
延
長
工
事
が
進
め
ら
れ
、
昭
６０

年
１０
月
２
日
に
は
「
前
橋
～
湯
沢

間
」
の
全
通
を
見
る
に
至
り
ま
し
た
。 

更
に
近
年
に
は
、
上
信
越
自
動
車

道
の
開
通
接
続
や
、
目
白
通
り
も
新

宿
区
の
西
落
合
か
ら
東
に
折
れ
て

目
白
駅
、
千
登
世
橋
、
江
戸
川
橋
、

大
曲
、
飯
田
橋
、
千
代
田
区
の
九
段

下
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
様
に
都
心
と
上
信
越
方
面

を
結
ぶ
自
動
車
専
用
の
放
射
幹
線

高
速
道
路
に
続
く
道
と
し
て
、
現
在

で
は
交
通
量
も
急
速
に
増
加
し
て

い
ま
す
。 

更
に
こ
の
目
白
通
り
の
下
に
、
東

京
で
は
最
初
の
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー

カ
ー
に
よ
る
練
馬
区
の
光
が
丘
か

ら
新
宿
、
更
に
都
心
を
直
結
す
る
都

営
地
下
鉄
一
二
号
線
の
工
事
が
、
平

成
九
年
完
成
を
目
標
に
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
今
で
は
大
江
戸
線
と
呼
ば

れ
て
お
り
、
近
く
の
中
野
区
と
練
馬

区
の
境
に
、
仮
称
豊
玉
、
正
式
に
は

新
江
古
田
駅
も
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。 

  

江
古
田
地
域
ニ
ュ
ー
ス 

平
成
１３
年
１２
月
号
か
ら 

岩
淵
文
人 

文 

 

  

■
読
書
ゆ
う
び
ん 

読
ん
で
つ
な
げ
る 

心
の
バ
ト
ン
２
０
２
０ 

最
近
読
ん
だ
本
の
中
で
「
こ
の
本
、

誰
か
に
も
読
ん
で
欲
し
い
な･

･
･

」

と
思
っ
た
一
冊
を
紹
介
す
る
『
読
書

ゆ
う
び
ん
』
に
、
５００
通
を
超
え
る
ご

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

作
品
は
、
１
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し

て
い
ま
す
。 

              

■
第
３
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

＠
E

g

o

t

a  
【
募
集
期
限
】
令
和
３
年 

２
月
26
日
（
金
）
ま
で 

【
発
表
予
定
】
令
和
３
年
３
月 

【
テ
ー
マ
】
江
古
田･

江
原
町･

松
が

丘
の
行
事
や
四
季
の
彩
等
の
写
真 

【
部
門
と
賞
】
こ
ど
も
の
部
（
小
学

生
以
下
・
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

よ
り
入
賞
者
を
選
び
ま
す
。 

【
応
募
方
法
】
A
４
サ
イ
ズ
プ
リ
ン

ト
・
１
人
１
点
未
発
表
作
品
に
限
る 

【
参
加
費
】
無
料 

【
応
募
先
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会 

 

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

本
誌
１
面 

   

【
会
議
】（
開
催
済
み
） 

役
員
会
、
町
会
長
会
議 

９
月
１１
日 

広
報
部
会 

８
月
２７
日
、
９
月
１７
日 

地
域
事
業
部
会 

９
月
１７
日 

（
通
年
事
業
）
健
康
体
操
、
シ
ニ
ア

ヨ
ガ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

体
操
、
ダ
ン
ベ
ル
体
操
、
童
謡
講
習
会 

   

新

江

古

田

今

昔

（
二

九

回

） 

 

江原小前歩道橋から令和２年８月 

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

運
営
委
員
会 

運
営
委
員
会
だ
よ
り 

入賞作品 

４ページ 

クイズの答え 
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編

集

後

記

 

 
 マ

ス
ク
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
、
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
、
そ
れ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
○

○
。
私
た
ち
の
生
活
を
一
変
さ
せ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
。
い

っ
こ
う
に
衰
え
を
見
せ
ま
せ
ん
。
そ

れ
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に

梅
雨
明
け
後
の
危
険
な
暑
さ
と
い

わ
れ
た
連
日
の
猛
暑
。
今
年
の
夏
も

ク
ー
ラ
ー
漬
け
の
生
活
で
し
た
。
来

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
が
思
い
や
ら
れ
ま
す
。 

２
面
に
あ
る
よ
う
に
江
原
小
３

年
生
が
「
地
域
に
元
気
を
」
と
花
文

字
な
ど
素
晴
ら
し
い
作
品
を
作
り

区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
展
示

し
て
い
ま
す
。
大
好
評
で
す
。 

児
童
の
皆
さ
ん
に
拍
手
を
。 

〔
青
山 

記
〕 

【 

  

■
み
ず
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム 

み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家
で
は
、

仲
間
と
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
む

お
手
伝
い
を
す
る
た
め
に
、
子
育
て

仲
間
づ
く
り
支
援
事
業
「
み
ず
ち
ゃ

ん
タ
イ
ム
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

体
操
、
親
子
遊
び
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
季
節
の
行
事
な
ど
で
楽
し
み

な
が
ら
、
子
育
て
の
情
報
交
換
を
し

た
り
、
親
子
で
友
だ
ち
の
輪
を
広
げ

た
り
で
き
ま
す
。
い
つ
で
も
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
。 

【
開
催
日
】
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

午
前
１１
時
～
１１
時
半
（
祝
祭
日
を

除
く
）
１２
月
１１
日
（
金
）
ま
で 

※
詳
し
く
は
、
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ

い
の
家
の
お
た
よ
り
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

 

【
問
合
せ
】
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の

家
（
中
野
区
江
古
田
１-

９-

24
） 

☎
（
３
９
５
４
）
６
７
５
５ 

 

 

■
健
康
体
操
教
室 

【
内
容
】
毎
日
無
理
な
く
続
け
ら
れ

る
軽
体
操
の
教
室
。 

【
日
時
】
１０
月
５
日
、
１９
日
（
月
） 

午
前
９
時
～
10
時
半 

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日 

【
場
所
】
弓
道
場 

【
定
員
】
15
名 

【
対
象
者
】
主
に
高
齢
者
の
方 

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円 

 

■
マ
マ
フ
ィ
ッ
ト 

【
内
容
】
産
後
マ
マ
対
象
の
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
教
室
。 

【
日
時
】
１０
月
５
日
、
１９
日
（
月
） 

午
前
１１
時
～
１２
時 

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日 

【
場
所
】
弓
道
場 

【
定
員
】
15
名 

【
対
象
者
】
産
後
マ
マ 

【
参
加
費
】
８
０
０
円 

 

■
秋
期
古
建
築
物
内
部
公
開 

【
内
容
】
普
段
は
非
公
開
の
古
建
築

物
群
の
内
部
を
公
開
。 

※
六
賢
台
、
髑
髏
庵
（
鬼
神
窟
・
霊

明
閣
）
は
建
物
外
か
ら
の
観
覧 

【
日
時
】
１０
月
の
土
日 

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【
場
所
】
時
空
岡 

【
定
員
】
な
し
（
当
日
直
接
会
場
へ
） 

【
対
象
者
】
ど
な
た
で
も 

【
参
加
費
】
無
料 

 

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
】
哲
学
堂
公
園
事
務
所

（
松
が
丘
１-

34-

28
） 

☎
（
３
９
５
１
）
２
５
１
５ 

 

 

６０
歳
以
上
の
区
民
の
方 

各
会
場
先
着
14
人
ま
で 

①
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

１０
月
２7
日
、
１１
月
２4
日 

毎
月
第
４
火
曜
日 

☎(

３
９
５
４)

６
８
１
１ 

②
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家 

１０
月
１６
日
、
１１
月
２０
日 

毎
月
第
３
金
曜
日 

☎(

３
９
５
４)

６
７
５
５ 

③
松
が
丘
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ 

改
修
工
事
の
為
、
お
休
み 

参
加
費 

９
０
０
円 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
為
、
体
調
や
体
温
37
度
以

下
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
マ
ス
ク
着

用
、
タ
オ
ル
（
ま
た
は
て
ぬ
ぐ
い
）

２
本
と
バ
ス
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
当
面
は
、
鍼
は
と
り
や
め
ま

す
。 

※
事
前
予
約
受
付
無
し
、
予
約
受
付

は
、
①
②
当
日
９
時
か
ら
会
場
へ
、

電
話
の
み
受
付
。 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

  

12
月
利
用
分 

１０
月
１９
日
（
月
） 

1
月
利
用
分 

１1
月
１6
日
（
月
） 

地
元
団
体 

９
時
か
ら 

一
般
団
体 

10
時
30
分
か
ら 

【
問
合
せ
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン

タ
ー
☎(

３
９
５
４)

６
８
１
１ 

 

【
日
時
】
12
月
６
日
（
日
） 

【
場
所
】
中
野
区
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
（
中
野
２-

13-

14
） 

【
内
容
】
中
野
区
に
関
す
る
歴
史
、

地
理
、
文
化
、
産
業
な
ど
か
ら
出
題 

【
部
門
】
一
般
の
部
・
ビ
ギ
ナ
ー
の

部
（
年
齢
制
限
な
し
） 

※
事
前
申
込
み
・
受
検
料
が
必
要
で

す
。
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

【
主
催
・
問
合
せ
】 

（
公
財
）
中
野
区
教
育
振
興
会 

☎
（
３
２
２
８
）
５
５
４
４ 

   ■タテのカギ 
１．守ること 
２．うつらうつら 
３．時計を見てしる 
５．たくさんの種類があること 
７．大酒飲み 
９．正々堂々戦うことを〇〇〇ます 
１０．父と母  
 
■ヨコのカギ 
２．足が 10 本 
４．買値に対して… 
５．正月空に上がることも 
６．透明 
８．その道で最も優れている 
１１．向こうからくる車 

み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家 

も

よ

お

し

案

内 

集

会

室

の

抽

選 

電
話
で
「
お
金
の
話
」 

そ
れ
は
詐
欺
で
す
。 

す
ぐ
に
警
察
に
相
談
を
！ 

野
方
警
察
署 

☎(

３
３
８
６)

０
１
１
０ 

 

１２
月
号
は
１２
月
５
日
発
行
予
定 

頭
の
体
操 

★
答
え
３
ペ
ー
ジ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
為
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
が
中
止

や
延
期
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

開
催
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
Ｈ
Ｐ
や
各
催
し
物
の
担
当
へ
電
話

で
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

マ

ッ

サ

ー

ジ 
哲

学

堂

公

園 

第

７

回

中

野

区

検

定 


